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感染から約3日間の
治病効果

シモキサニル

剤

感染から
治病効果

モキシモ
約2週間の予防効果で
まん延を防止

アミスルブロム

疫病への予防効果に、治病効果をプラス！感染後※の散布でも、病害のまん延を抑え、
塊茎腐敗からも守ります。しかも、約2週間予防効果が持続します。

感染直後※でも、まだ間に合います。

※茎への感染から3日間、葉への感染から2日間の治病効果を確認しています。

登録番号 ：第22637号
有効成分 ：アミスルブロム…17.0％  シモキサニル…30.0％
毒　　性 ：普通物※　　
性　　状 ：淡褐色水和性細粒
容　　量 ：1O、250N
※毒劇物に該当しないものを指していう通称

べと病・疫病用殺菌剤

顆粒水和剤

■適用病害と使用方法

疫病

疫病

べと病

べと病

使用液量

5回以内
（植付前は1回以内、
植付後は4回以内）

4回以内（種子への処理は
1回以内､散布は3回以内）

4回以内

3回以内

散布

アミスルブロムを含む
農薬の総使用回数

4回以内

3回以内

3回以内

4回以内

3回以内

シモキサニルを含む
農薬の総使用回数適用病害名 使用方法作物名

25ℓ/10a

100～300ℓ/10a

200～700ℓ/10a

使用時期

収穫7日前まで

収穫7日前まで

収穫前日まで

収穫21日前まで

本剤の使用回数希釈倍数

2000～
3000倍

3000～
5000倍

2000倍

500倍
ばれいしょ

だいず

トマト
ミニトマト
きゅうり
ぶどう

3回以内
4回以内

収穫3日前まで
たまねぎ
ねぎ

ねぎ
に適用拡大！

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
本資料は2018年7月現在の登録内容に基づいています。

使用上の注意事項
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。
●石灰硫黄合剤やボルドー液等アルカリ性農薬との混用は避けてください。
●散布量は、対象作物の生育段階、栽培形態及び散布方法に合わせて調節してください。
●散布液調製後はできるだけ速やかに散布してください。
●ぶどうで使用する場合、無袋栽培は果実肥大中期（だいず大）以降、有袋栽培は果実
肥大中期（だいず大）以降袋かけ前までの散布では、果粉の溶脱が生じることがある
ので十分注意してください。

●ねぎ及びたまねぎのべと病に使用する場合は、できるだけ発病前または発病初期に散
布してください。

●ばれいしょに対して希釈倍数500倍で散布する場合は、少量散布に適合したノズルを
装着した乗用型の速度連動式地上液剤散布装置を使用してください。

●本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に
初めて使用する場合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましいです。

お客様窓口 TEL.03-4463-8271(9：00～17：30土日祝日除く）
ホームページ https://www.nissan-agro.net/
東京都中央区日本橋二丁目５番１号
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感染から約3日間の
治病効果

シモキサニル

約2週間の予防効果で
まん延を防止

アミスルブロム
・感染直後※の治病効果
・茎疫病斑の進展を阻止

・予防効果が長期間持続
・感染後でもまん延を阻止

感染直後※でも、まだ間に合います。
疫病への予防効果に、治病効果をプラス！感染後※の散布でも、病害のまん延を抑え、
塊茎腐敗からも守ります。しかも、約2週間予防効果が持続します。

■ダイナモなら感染してからでも間に合います ■2成分の組み合わせで、疫病・べと病に安定した効果

病原菌

防
除
可
能
時
期

一般的予防剤

予防効果が約2週間持続
治病的効果

2～3日間

この分、防除に余裕ができます！この分、防除に余裕ができます！この分、防除に余裕ができます！
ダイナモ顆粒水和剤

予防的効果
予防効果が約2週間持続

疫病

発病

病原菌

葉の断面葉の断面葉の断面

雨（感染）

■ばれいしょ・疫病に対する効果
  （2009年 北海道立北見農業試験場）
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ダイナモ顆粒水和剤
3000倍

対照剤A
2000倍

対照剤B
500倍

94.6

83.3

73.1

発生量：甚（発病度77.5〈無処理〉）
植付：5月11日　調査：7月27日（最終散布6日後）
★北海道での推奨希釈倍数は2,000倍です。

■トマト・疫病に対する効果
  （2009年 日本植物防疫協会研究所）
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ダイナモ顆粒水和剤
5000倍

対照剤C
1000倍

対照剤C
1000倍

99.1

87.9

発生量：多（発病度59.5〈無処理〉）
定植：5月7日　調査：6月24日（最終散布7日後）

■きゅうり・べと病に対する効果
  （2008年 日本植物防疫協会研究所高知試験場）

防
除
価（
％
）
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3000倍
ダイナモ顆粒水和剤

5000倍

99.8 99.4
94.4

発生量：小～中
定植：4月21日　調査：5月29日（最終散布7日後）

※茎への感染から3日間、葉への感染から2日間の治病
効果を確認しています。
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殺菌成分「アミスルブロム」は、高活性で耐雨性が高い。
だから、予防効果が約2週間持続します。
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■ばれいしょ・疫病に対する予防効果（ポット試験）（日産化学株式会社生物科学研究所）

1/16量

1/64量
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％
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アミスルブロム剤
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A水和剤
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■病原菌への高い活性
低薬量でも優れた予防効果を発揮。そのため、不測の散布ムラによる効果の低下が生じにくいです。

■2次感染を阻止し、病気のまん延を抑える。

■8日後のアミスルブロムの葉内存在部位
  （日産化学株式会社生物科学研究所）

■優れた耐雨性
成分は作物に付着後、速やかに葉内へ浸透。だから、薬剤が雨で流れ落ちる心配が少ないです。

葉内部葉表面 クチクラ層

（％）

葉表面 葉内

0 20 40 60 80 100

18％ 78％ 4％

80%
以上が浸透！

■予防効果が長期間持続
浸透した成分は、雨が降ると葉上の水分に溶け出す。予防効果が約2週間持続します。

アミスルブロム

葉内

病原菌

水分

■ばれいしょ・疫病に対する降雨の影響（ポット試験）

防
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無降雨 降雨

■D水和剤 600倍

100 98.0 98.0

50.0

■アミスルブロム剤 3000倍

無降雨

100 100

降雨

安定1000 1000
90.0

93.0 雨の
影響

■ばれいしょ・疫病に対する予防効果の持続性（ポット試験）（日産化学株式会社生物科学研究所）

A水和剤 1000倍

D水和剤 600倍

アミスルブロム剤 
2000倍
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散布後日数
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■標準量 ■1/2量

遊走子放出

病気に感染
（遊走子のう形成）

遊走子放出出

感染
形形成）

アミスルブロムが
作用して、病原菌を
ノックアウト！

遊走子の感染能力を無くすため、他の葉や株全体への2次感染を抑え、病気のまん延を阻止します。

アミスルブロムが
原菌を作用して、病原
ト！ノ クアウト

■ばれいしょ疫病・温室試験 
　（2003年  社内試験  日産化学株式会社生物科学研究所）

STEP1

株
単位で

株
単位で

遊走子の感染能力を無くすので、他の葉や株全体への2次感染を抑え、病気のまん延を阻止します。

STEP2

圃場
単位で

株単位で感染の拡大を抑えるため、隣接株へのまん延を抑制。圃場全体への2次感染を阻止します。

作物の一部に感染・発病しても、株全体や圃場全体へまん延させない。
それが、2次感染を阻止する、ダイナモの予防効果です。

アミスルブロム剤（2000倍）
処理葉の遊走子

治病効果のあるE顆粒水和剤
処理葉の遊走子

感染能を奪い、
上位葉への拡大を阻止

治病効果がある薬剤でも、
遊走子を形成すると感染

遊走子を崩壊させる 遊走子の遊泳は止まらない

6ポットに接種＋
感染2日後、各薬剤散布

中央に健全植物の
ポットを設置

感染後、各剤を
散布したポット 胞子形成

風乾1日後

加湿6日間

アミスルブロム剤 （100ppm）

T水和剤 （2400ppm）

STOP!

発病を抑制した

発病した

×
×

×
×
×

圃場
単位で

×
×

×
×

×
STOP!



開花盛期開花前 黄変期開花後

お薦めする使用時期

※茎への感染から3日間、葉への感染から2日間の治病効果を確認しています。

 おすすめ！！

塊茎腐敗の
感染を防ぎます！

ダブルでブロックするから、塊茎腐敗から守る。

※茎への感染から3日間、葉への感染から2日間の治病
効果を確認しています。

ダイナモ顆粒水和剤

殺菌成分「シモキサニル」は、病原菌を細胞に封じ込める。
だから、感染後※でも、病気のまん延を阻止します。

さらに！ 塊茎腐敗をダブルでブロック。
黄変期前後の最後の仕上げにお薦めです。
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■「シモキサニル」は、病原菌を細胞に封じ込める
感染後※でも優れた治病効果を発揮し、病気のまん延を阻止します。

■優れた治病効果は試験でも確認されています

※茎への感染から3日間、葉への感
効果を確認しています。

延を阻止します。

シモキサニルは細胞
ごと病原菌を封じ込
め、周辺の健全な細
胞に影響を与えない
ようにします。

感染していない表皮細胞

感染後壊死した
表皮細胞

菌糸

周囲への感染を
食い止めます。

■治病のメカニズム

ダイナモ

■「シモキサニル」は、病原菌を細胞に封じ込
感染後※でも優れた治病効果を発揮し、病気のまん延

モ顆粒水和剤

発揮し、病気のまん延

周囲へ周
食い止食

無処理

疫病（ばれいしょ） 塊茎腐敗（ばれいしょ） 塊茎腐敗 菌（ばれいしょ）

感染から2日間の

シモキサニルは細胞
ごと病原菌を封じ込
め、周辺の健全な細
胞に影響
ようにし

の治病

の健全な細
響を与えない
します。 セーフ！

■塊茎腐敗を防止
黄変期前後の散布で、作物を塊茎腐敗の感染から守る。高品質な、ばれいしょ作りのお役に立ちます。　

①を突破されても、「アミス
ルブロム」が遊走子の感染
能力を奪い、塊茎への感染
を防ぎます。

2殺菌成分「シモキサニル」は、塊
茎腐敗の原因となる茎疫病斑
の進展を感染後※でも防ぎます。

1

茎疫病斑は一週間以上遊走
子のうを出し続けるため、塊茎
腐敗の大きな原因になります。

！

■トマト・疫病に対する治病効果（ポット試験）
  （2009年 JA全農営農・技術センター農薬研究室）

■トマト疫病治病試験（接種1日後散布）（日産化学株式会社生物科学研究所）

防
除
価（
％
）

0

60

70

80

90

100

ダイナモ顆粒水和剤
3000倍

対照剤E
1500倍

86.7
80.0

ダイナモ顆粒水和剤（2000倍） 無処理ダイナモ顆粒水和剤（2000倍） 対照剤 E（1000倍） 対照剤 F（1000倍）

試験期間： 2009年7月30日～8月3日
試験規模： 1区1ポット、3連制
供試作物： トマト（品種 ミニキャロル）4.5葉期
 径10.5Bビニールポットに1本植
処理方法： 接種1日後に薬剤を自動散布装置
 で30㎖/0.37G散布

■きゅうり・べと病に対する治病効果（ポット試験）
  （2009年 JA全農営農・技術センター農薬研究室）
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ダイナモ顆粒水和剤
3000倍

対照剤E
1500倍

100
95.7 試験期間： 2009年7月16日～21日

試験規模： 1区1ポット、3連制
供試作物： きゅうり（品種 相模半白）2葉期苗
 径10.5Bビニールポットに1本植
処理方法： 接種1日後に薬剤を自動散布装置
 で30㎖/0.37G散布

無処理


